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	1. GP02:功利主義と援助義務
経済的不平等と正義
功利主義の基本的な理解
現代功利主義と分配問題
グローバル政治論(globalpolitics,tcue2023
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	2. トピック・センテンス
内容は箇条書きが中心になる
理解必須のキーワードは＜＞で囲い、その他の重要な箇所は太文字に変更
-このように詳細な情報を追加する場合がある
e.g.は具体例を列挙、cf.は過去の講義スライド(ST+nn)を参照する場合に使用する
色が違う箇所は外部サイトに直接アクセスできる
脚注を使用する場合もある
1.脚注は補足の議論や書誌情報など。
GP02:スライドの表示ルール
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	3. 講義資料はnotionに集約する。前日深夜〜当日午前中にアップロードする。その際には
「公開済み」にステータスが変更される他、Teamsでも通知する。
リアペ提出はlearnwizoneを使用する。提出先URLはnotion上の講義資料ページにリンク
あり。平常点としては講義ごとに1回で十分だが何度でも送信してよい。
その他の質問や問い合わせはメール等からどうぞ。
GP02:講義開始にあたって
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	4. グローバル正義論
グローバル化社会 × ＜正義＞から考える
本講義の目的は、グローバル化社会の多様な問題を理解するために必要になる知識や抽
象的な思考様式に親しみ、さらに自身でも運用できるようになること。
とくにグローバルな社会に特有となる問題、例えば貧困や公衆衛生、紛争、戦争、地球
環境などのトピックも扱ってゆく。
前半部（10月〜11月前半）は正義論のベーシックな議論を概説をして、後半部（11月後
半〜1月前半）は、より具体的な国際政治系トピックを扱う予定。
GP02:講義概要
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	5. 国際貧困ライン
世界銀行は所得や消費レベルが１日（およそ）１ドル以下を「貧困」と定義してこれを国際貧困ライ
ンと呼んでいる。この定義に従えば、世界人口の20%（およそ14億人）が貧困ラインを下回る生活を
強いられている。
国際的な経済的不平等は是正されるべきなのか？
経済的不平等はどのような理由で是正されるべきなのか？
人によって感情は違うので「可哀想だから」は理由として十分ではない
cf.国際貧困線については、世界銀行のサイトを参照のこと。
GP02:簡単な事例から
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	6. 経済的不平等1: アーノルド／サラー／ワタルはある社会で暮らしている。月収はアーノルド250万
円、サラー25万円、ワタル2.5万円である。経済的不平等は是正されるべきか。
経済的不平等2： アーノルド／サラー／ワタルは別々の社会で暮らしている。特にワタルが暮らして
いる社会は経済発展に乏しい社会である。月収はアーノルド250万円、サラー25万円、ワタル2.5万円
である。経済的不平等は是正されるべきか。
GP02:もっと簡単な事例から
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	7. グローバル正義は成立するのか？
経済的不平等1は是正されるべきか。アーノルド／サラー／ワタルの経済的不平等はど
のような理由でどれくらいまで是正されるべきなのか。
-この問いの回答は＜どのような社会が正しいのか＞という直観に依存する
-講義前半では経済的不平等をテーマにして正義論のベーシックな議論を概観する
経済的不平等2のポイントはアーノルド／サラー／ワタルが別々の社会に暮らしてい
る。では経済的不平等2は是正されるべきか。
-経済的不平等1と経済的不平等2は同じ理由を適用するべき？
-経済的不平等1で適用した理由は経済的不平等2には適用できない？
GP02:経済的不平等とグローバル正義
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	8. 功利主義と援助義務
1.功利主義の基本的な特徴とそのメリット
2.功利主義と途上国に対する援助義務
GP02:今週のベーシック
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	9. 功利主義とは？
19世紀イギリスでは、制度や政策が宗教や慣習など曖昧な理由で決められていた。例え
ば、飲酒、同性愛の禁止、参政権の独占など。
ジェレミー・ベンサムやジョン・スチュアート・ミルなどの古典的な功利主義者は、行
為や政策、制度は（曖昧な理由ではなく）その帰結に対する客観的な評価が行われるべ
きであると主張した。このような考え方は、近代的な法律学や経済学などに大きな影響
を与えた。
功利主義は（その議論はかなり細分化されているが）現代でも多くの支持者がいる正義
論の有力な立場の1つである。
GP02:功利主義の基本的な特徴(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	10. 客観的な評価とは？(1)
正しさは物事の帰結がすべてである
正しさはきちんと計算して評価するべきである
→何を行うことが正しいのか、どんな制度や制度を運用するすることが正しいのかは、
その帰結を計算して評価するべきである。
→しかし、(a)何を計算するのか？、(b)どのように計算するのか？
GP02:功利主義の基本的な特徴
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	11. 客観的な評価とは？(2)
社会全体の幸福（の総量）を計算する
幸福を感じる対象を等しくカウントする
→自分の親や身分の高いひとを「えこひいき」することは...
-各人の利害を等しく扱うことを「不偏性(impartiality)」に反している
-行為や政策の帰結を正確に捉えられない
GP02:功利主義の基本的な特徴
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	12. 最大多数の最大幸福
(thegreatesthappinessofthegreatestnumber)
正しい社会とは、社会全体の幸福（の総量）を最大化する社会である
ベンサム『道徳および立法の諸原理序説』
自然は人間を苦痛と快楽という二人の王の支配の下に置いた。彼らの苦痛と快楽だけが、われわれの
すべきことを指示しかつわれわれのすることを決定するのだ。その玉座には、一方には正・不正の基
準が結わえられ、もう一方には原因と決定の鎖が結わえられている。彼らは、われわれのすること、
言うこと、考えること全てにおいて、われわれを支配している 。
GP02:功利主義の正義
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	13. 功利主義のメリット
シンプルでハッキリしている
帰結を予測ないし計算すればよい。直観が衝突する際も指針になる。
e.g.人を殺すべきではないvs.多くのひとの安全を守るべきである
→安全保障や公衆衛生などで問われる社会全体を俯瞰した客観的な判断
マジョリティの直観の誤りを指摘できる
宗教や文化に由来するバイアスや偏見を乗り越える理由を提示
e.g.19世紀イギリスで功利主義者は早い段階から理論的に女性の参政権を擁護
GP02:功利主義の基本的な特徴
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	14. 女性参政権獲得の歴史
1832年イギリスで選挙権拡大
1869年功利主義者J.S.ミル『女性の解放』出版
1893年ニュージーランドで世界初女性の参政権
1928年イギリスでの女性参政権
1945年日本で女性参政権
2018年サウジアラビアで女性の自動車運転解禁、参政権はなし
GP02:女性参政権獲得の歴史
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	15. 功利主義と経済的不平等(1)
経済的不平等1: アーノルド／サラー／ワタルはある社会で暮らしている。月収はアーノルド250万
円、サラー25万円、ワタル2.5万円である。経済的不平等は是正されるべきか。
近代経済学の常識
財の消費から得られる幸福には限界ラインがある（限界効用逓減の法則）
→過度な財の独占は経済的にムダになる
功利主義
社会全体の幸福を最大化する制度や政策が正しい
結論
ワタルへの財の移転はこの社会全体の幸福を最大化する(ので正しい)
GP02:現代功利主義と分配問題
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	16. 功利主義と経済的不平等(2)
経済的不平等2： アーノルド／サラー／ワタルは別々の社会で暮らしている。特にワタルが暮らして
いる社会は経済発展に乏しい社会である。月収はアーノルド250万円、サラー25万円、ワタル2.5万円
である。経済的不平等は是正されるべきか。
P.シンガー「飢えと豊かさと道徳」
Singer,P.(1972).Famine,affluence,andmorality.Philosophy&PublicAffairs,1(3).
シンガーは、自然災害による東パキスタン難民の発生（1971年~）を踏まえて、国際社
会には東パキスタン難民に対する援助義務があると主張する
(1)功利主義に基づかない議論、(2)功利主義に基づく議論を用意している
シンガーの議論が妥当であるならば、アーノルド／サラーはワタルに財の移転を行うべ
きである
GP02:現代功利主義と分配問題
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	17. (1)援助義務と国境
溺れる子供1： 子供が浅いプールで溺れている。アーノルドは子供を簡単に助けることができる。
子供はアーノルドの息子である。
溺れる子供2： 子供が浅いプールで溺れている。アーノルドは子供を簡単に助けることができる。
子供は同僚サラーの息子である。
溺れる子供3：  子供が浅いプールで溺れている。アーノルドは子供を簡単に助けることができる。
子供は知らない他人の息子である。
アーノルドは子供を助ける義務がある。義務の強さは、援助のコストや援助対象との関
係性によって変わる。しかし溺れる子供3でも助ける義務は存在する。
同じように、先進国に暮らす人には、貧しい人が別の社会で暮らしている他人であった
としても、その人々を助ける義務がある。つまり義務は国境を越える。
GP02:現代功利主義と分配問題
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
 


	18. (2)財の移転と国境
近代経済学の常識
財の消費から得られる幸福には限界ラインがある（限界効用逓減の法則）
→先進国による過度な財の独占は経済的にムダになる
功利主義
社会全体の幸福を最大化する制度や政策が正しい
→男性と女性を等しく扱ったように、違う社会で暮らしている人間の利害を等しく扱っ
て計算するべきである
結論
途上国への財の移転はグローバルな社会全体の幸福を最大化する(ので正しい)
GP02:現代功利主義と分配問題
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	19. 功利主義の基本的な理解とそのメリット
直観への懐疑と客観的な帰結評価
→効果的な利他主義
社会的なインパクトを測定して効果的に資源や才能を投資するべき
功利主義とグローバル正義
途上国での貧困は距離や関係性からして遠い問題のように感じてしまう
功利主義者はそれを常識的な直観の曖昧さであると考える
誰かを助ける義務や財の移転の正当性は距離や関係性とは無関係である
GP02:まとめ
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	20. ところで幸福とは何なのか？
・快楽を感じている状態
・選好（やりたいこと）を充足している状態
・合理的な人間であれば欲しがるもの（客観的なリスト）を享受している状態
快楽の対象や選好の強さはひとによって異なるし、誰もが欲しがるものを特定するのは
困難であるので哲学的には少し論争的な問題ではある
ただし、現在の政治学者・経済学者は、社会を評価する単位の中身は問わずに数値化す
ることが主流である。例えば厚生経済学者は、客観的なリストを「厚生(welfare)」と呼
んでこれを最大化する制度や政策を分析している。
GP02:追加的な論点
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	21. GP03:自然権思想と人権論(？)
GP02
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  




Download Now

AboutSupportTermsPrivacyCopyrightCookie PreferencesDo not sell or share my personal informationEverand
EnglishCurrent LanguageEnglish
Español
Portugues
Français
Deutsche




© 2024 SlideShare from Scribd 





